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Sinee the…SEISUトれ1ARU；T＆R ship of Mie Univ．”was putinto servieein1980，  

mo5t OeeanOgraphic observatioれS have been performed using the t－CTP System”，in  

plaee of the t－Nanzen Cast”．In thelaboratory，a －IBackup System”for secondary  

proeessing was set upir11982．  

Standard software wa＄developed ror the fo1lowing：  

1 ExterlSive uti】ization of CTP data．  

2 Storage of datain－tDigitalData Cartridge”．  

3 Sccondary processing of CTP data with†一Backup System”．  

Seven programs and their applications conneting the t－CTP System”arLd the  

…Backup System”are presentedin this paper．  

Key words：CTP software，OCeanOgraph；c observation  

三蕊大学練習船「静水丸」（L：47．O111，359．31ton）には，1980年7月の就航輝からNeii  

Brown Mark虻相当誓の電気伝導度・水温・水圧計測機（CTP・Doシステム，以後CTPと呼ぶ）  

が装備きれ，以来，梅澤観測の主流であったナンゼン採水器を用いる各層観劇から，ロゼット多  

層採水器を併用して連続した鉛麗分布の把握が可能なCTP観測に観測の主流は移行し，多様な  

航梅の約8割においてCTPが使用され，4年間弱で伊勢湾など浅海を含めて約1000測点に及ぶ  

観測データが得られている。   

その軋 船に装備したシステムについてはコンピュータ，Ⅹ－Yプロッタ，ディジタルプリン  

タなどの性能の拡張，MTドライブなどの周辺機器の整備が進められると共に，船での収録アユ   
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タと現場での山部の加工データからなる現場資料を陸上の研究室において更に解析・加工するた  

め，コンピュータ，ハードコピー，Ⅹ－Y6プロッタ，テープパンチ併用オンライン・タイプラ  

イタ，図形ディジタイザー（以後データタブレットと呼ぶ）からなる「CTP補強システム」（バ  

ックアッ70システム）が1982年から供用されてきた。   

以来2年間の経過の中で，当初測紬こ付して提供されたオリジナルプログラムからの新しい定  

義・実験式による改啓を含めて総合的な現場でのデータ処理プログラムを開発し，観測現場での  

要求を反映させる為の修正と検証を繰り返し，楯皮と確実性に併せて迅速性を確保するに到った。   

凡そ海洋で爽施される汎ゆる研究に関して，現場水圧（P）下の水温（T）と塩分（S）およぴその  

分布構魔の情報は不可欠な繁栄であり，洛存酸紫およびその分利督報も化学的研究のみならず海  

洋生物学の研究には不可欠な質素であるが，時空間的に…一点の鉛激情報のみからでは，時間的変  

動やその起因ともなり結果ともなった空間的構遷を抽出する率ほ不可能である。時空間情報を得  

るためには実行までに幾多の調整を要する組織的観測が薯諭される。   

研究の展開にともなって，既得の生デ…タに遡り，系統的に廉錬・再加エする事によって盈婁  

な知見が得られた例は多い。多数の努力と協力によって測得された基礎的な観測情報は社会的学  

術資産として良好に保存されるとともに汎〈活用されねばならない。CTPの利用が拡大するに  

つれ，データセンターの機能が必要となる由以でもある。   

従来，デ」タの収録は，観測に同時進行してコンピュータを介してディジタルプリンタによっ  

て打ち出された記録とⅩ－Yプロッタに描かせた鉛直分布図，並びにセンサーからの発信情報の  

みを麗按記録したオーディオカセットテープ（Maxell社製 ⅩLII－S90，以後データATと呼  

ぶ）によって進められて来ている。   

データATは廉価で入手が容易であり，操作手順も簡便である等の利点があり，収録されたセ  

ンサー信号グ）記録は，デッキターミナルを介する革によって観測状態を再現し改めてコンピュー  

タに入力できるが，それには楽観測に等しい再生時瀾を質する（倦レヾックアップシステムには  

デッキタ…ミナルほ含まれていない／）。又，テープの伸張によってデータに不慮の変質を生じた  

実例がある。（僚用前に空軍遜りと番屋しを5匝‡以上反復する串は勿論必須条件である。）以上の  

点からデータATは度盛なる再生を予期すべき濃期のデータ保存や，迅速な加工処理には過しない。   

CTP観測データの有効利用を，バックアップシステムの清翔によるデータグ）多目的二次処理  

によって推進するために，データ保全の確爽なデータカ…トリッジテ…プ（Scotch社製DC300  

ⅩL Data cartridge，以後データMTと呼ぶ）に観測現場で麗接入力して記録する革を前提とし  

て，入力操作プログラムと汎用が予想される処理仕様に対応する数枚の二次処理プログラムを作  

成した。   

前述の観測現場用プログラムと二次処理プログラムとの連係をおこなって簡素化と汎用化の方  

向に相互に改良と試行を繰り返した結果，CTP観測に関する「総合ソフトウェア」として…股  

の使用に供し得る段階に到った。   

データ処理プログラムほデータ活用方法の展開に伴って，今後も拡張され改脅され続けるべき  

ものであるが，高精度のデータ品質の確保ほ観測デ叫タの畜碩に先立つ共通の胤戴であり，デー  

タ保全は緊急を要するので現段階までに開発したプログラムを例示する由以である。   

詳細な観測野幌であると同時に観測原簿ともなるデ岬タMTへの欠落部のない完全な収録の賓  

任を果し，観測を円滑に進行させるにはプログラムの正確な運瀾が繋求される。これは配慮の履  

いた整理資料に加工する場合にも同様である。またデータMTは補正導入の有無ならびにその過   
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否が遡及できるものに作成されねばならない。提示したプログラムの述㈲こ必要な標準手順を観  

測の作業順序に従って示した。  

装  置   

本システムは，錬層船「勢水丸」に装備されている「CTPシステム」と学部研究室に設置さ  

れている「バックアップシステム」とから練成される。  

CTPシステム   

CTPシステムは，Ⅰ）水中ユニット，ⅠⅠ）デッキユニットおよぴⅠIt）処理ユニットから納  

成される（Fig．1）。  

Si【81e∧rl10red cable  

MT D「ive   

Address（＠24〉  

X・Y8Plotter   

Addressく飢）  

Fig．1．CTP System．  

Ⅰ）水中ユニット   

水中ユニットほ水圧，水温 電如云導度及び酸紫の各センサーを華燭した水中センサー（Nei1  

8rown社製 MarkIIIB）と1．5ゼ又ほ2．5£のニスキン型採水筒12本を装着したロゼ ット多箇採水  

装置（Genera10eeanics社製1015型 RMS）から連結・構成され，これらと血芯ケーブルを  

Y製氷中コネクターで結び，海底や船体との接触を防止するため保謂枠内に納められている。必  

要に応じボトムコンタクトスイッチを装着できる。ウインチは油圧駆動式STDウインチ（鶴見  

精機社製定格 650】くg）を使用している。   
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水中ユニットへの電力ほデッキユニットからウインチドラム軸に取付けたスリップリングを経  

て供給される。塔赦したケーブル長から選択された水庄センサーの性能から3200dbar層まで観測  

がなされ，測定状儲では1秒間に約70組のデータ情報が水中ユニットから岬芯ケーブルによって  

FSK（Frequency Shift Key）シグナルでデッキユニットヘ送られる。  

Ⅰり デッキユニット   

デッキユニットは採水緒令侶骨を発するRMSマークⅣコマンダー（GeneralOcenic5社製），  

盤データをリアルタイムにディジタル表示し，同時にデ…タ敏速を制御するCTPデッキターミナ  

ル（NeilBrown社製MarkIIIB）と水中ユニット及びデッキユニットの各基層へ電力を供給する  

電源部の3部から構成されている。   

デッキターミナルには付属援助機器として，ステップリピートⅩ－Y2レコーダ（横河電機，  

3036 Ⅹ－Yレコーダ），生データ収録用オーディオカセットデッキ（アイワ，L5M）及び16ビ  

ット・パラレル印字ディジタルプリンタ（Pantos社製DP－41）が接続されている。   

デッキターミナルからⅩ－Y2レコーダへの電気伝導度（C），水温（T），水圧（P）の各要素の  

出力電圧は各単元毎にターミナルでのレンジ切り換えにより多段の精粗麿換で逆用され，Ⅹ－Y2  

レコーダは各単元がフルスケールで帰零する機能になっている。その紀鍬ま，電気伝導度（C）と  

水温（T）の鉛蔽稗追をリアルタイムで精密にモニターできるのでデッキターミナル上の水圧（P）  

表示に併せてウインチ操作を指令する判断野幌としての慶安な機能を担っている。   

データ信号はGPIB（GeneralPurposeInterfaee Bu5）を経てデッキターミナルからコンピュ  

ータ処理ユニット（以後処理ユニットと呼ぶ）に供給される。  

111） 処理ユニット   

処理ユニットほコンピュータ（Sony－Tektronix社製4052Aor4051聖）とそれぞれGPほで結  

合されたⅩ－Y8プロッタ（Sony－Tektronixモヒ製4662Interactive DigitalPlotter），プリン  

タ（Epson社製MP－100m）及びMTドライブ（Sony－Tektronix社製4924DigitalCartridge  

Tape Drive）から構成されている。   

デッキユニットより送られたデータ信号はコンピュータ内で変換して各種の計算が実行された  

後，Ⅹ－Y8プロッタにはダイレクトに，プリンタとMTユニットにはデータ出力が制御された  

後供給される（Fig．1）。   

MTユニットでデータMTに収録されたデータは，観測後にバックアップシステムを用いての  

二次処理が可能になる。  

バックアップシステム   

バックアップシステムは，コンピュータ（Sony－Tektronix社製4051型）とそれぞれGPIB  

で結合されたデふタタブレット（Sony－Tektronix社製4956Graphic Tablet），Ⅹ－Y6プロッ  

タ（渡辺測器，DA8300／8300R Servoplot）及びCRT表示からのハードコピー（SonyM  

Tektronix社製4631Hard Copy Umit），並びにRS232Cで結合されたテ州プパンチ併用オン  

ライン・タイプライタ（カシオ，Mode1750Typuter）とから構成（Fig．2）されている。二次処  

理プログラムの逆月∃のもとで，データMTに収録されたヂ∴タから各様の計算と処理ができる。   



CTPシステムの展開  161  

RS232C   Typlj七e「  

Åddress（糾0）   

Hard Co恥′   

Address（¢32）  

G P I B  Table†．   

Åddrモ≡SS（¢8）  

く     一  

X－Y6Pl（）tter  

Fig．2．Backup System．  

結  果  

－プログラム経絡と操作手順一   

船に装備きれているCTP．システムでの観測とデータMTへのデータ収録に用いるⅠ）観測  

プログラム，ⅠⅠ）デ…タ計数プログラムと m）データ編兼プログラムの3橡で構成した「CT  

Pプログラム」，及び学部研究室に設置されているバックアップシステムで多削勺な二次処理に  

用いる王）スライディング作図プロダラんⅠⅠ）∂・Sダイアグラム用プログラム，m）水温断  

面採用プログラムと Ⅳ）塩分断面図用プログラムの4轍で構成した「バックアッププログラム」  

を開発した。   

本報告には前者より「観測プログラム」を，後者より ㍉卜Sダイアグラム用プログラム」を選  

び，そのリスト（Note－1，2）を例示し，「楼準ソフトウェア」として開発・検討を進めてきた  

上記の計7橙のプログラムについて，その経路と運用の標準的操作を述べる。  

CTPプログラム   

「CTPプログラム」を選択・逆用する「コントロールプログラム」をプログラムMT（Scotch  

社製DC300ⅩLData cartridge）の関頭に設定した。   

操作の概略は，  

（D メインスイッチを入れ，  

② プログラムMTを押入し くAu・Ⅰ－O LoAD〉KEYを打つ。  

③ コントロ㌧仙ルプログラムがプログラムMT内のファイルより呼び出されRAM（Random  

Access Memory）に格納された後，MPU（Micro Proeessor Unit）を通じ来行される。CRT  

」こにFig．3の表示がされるので慣用するプログラムの番号を入力する。  

2‥，On Line Ope「ation  
3‥，Count of t）ab MT  
4‥．Data gdit fro汀事MTもo MT  
SEL．1ミCT and ENTERl！Numbt7r Of Prosralt ：2  

政敵鵬  

F厄．3．Displil）r OICRT：Seleぐtion o†’．CTP Progrilm”l   
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④ 入力された番号のプログラムがプログラムMT内のファイルより呼び出されRAMに格納さ  

れた後，MPUを通じ英行され，各変数の入力待ち状態になる。  

⑤ 7pログラムMTを引き出す。  

Ⅰ） 観測用プログラム  

くOn）ine Operation〉（Note－1）   

このプログラムは観測現場で用いるために作成した。CTP観測を効果的に遂行する為に必要  

不可欠な情報を刻々に出力させ，現場での判断に供する為に用いられる。   

フローチャート（Fig．4）及びCRT表示（Fig．5）にしたがってプログラム経路と操作手順  

を述べる。  

lnitiali2at竜On  

Se略O「  

Readi喝払也   

r            OfPe「ipheratUniも       ▼  「e  もivity      Å＄Sign竜l鳩Po  Dab汀ー＆M㈱OfSt．      ▼  －YPlotter組nge   
X・VPloももer   
∇  

▽  Me柑Oゎかaね洞T  
CalicuIation …萱三雲童∫垂．・．   

血「川島Dovno「  
∇  

▼        Contro＝ingPre  き一重毒一壱・   

▽  ofObservaもion  

▼  ▼  

Fig．ヰ．Flow Chart oぎくOnlille Operation〉．   

り 初期値入力  

a） 周辺（デ叫夕記録）機器の選択  

① データMTにデータを入力させるMTユニットを選択する。MTドライブまたはコンビェM  

タ内蔵MTユニットを用いるので，来示された選択値1もしくは2を入力する。   
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＊綿＊＊ On Line Operaもion ‡綿‡＊   

＊覆車毒＊ Seleeもion of PeripheralUniも ‡‡杵‡  －   

SELECT and ENTERl！ MT Drivc（配4）：F2＝1  
MT Unit 〈約3〉：F2ニ2：1  

SEl．t：〔T and ENTER＝ PRLNTER（＠8）：G3＝1  
NOト童  ：G3＝0：1  

（データ絶好）  

虫之史二彪適正通   

水圧  

‡柚坤 F払etOrく〉f Sen＄Or 睾‡寺＊春   

闘TER Fir＄もPre＄Su「e On Deck  
SELECT and ENTER！！ Cond F乱CtOr  

NO日  

掛TER C¢nd．Factor  
SELECT and EHTER！！ Oxy．Factor  

HON  
EHTER11n．0ヾy．F．of O9．D8＆P5  
ENTER Up Oxy．F．of O9，08＆P5  

：3．8  

：G5＝l  

：G5＝0：l  
：1．00233  
：G6ニ1  

：G6＝0：l  
：0，l，1  
：0．1．l  

→ 観賞伝鮮度  

－→ まこゑ虻乱数  
メモデ朝ムカ   

→ 引地止l！皿奴［   
！迫遮．娘迦  

1 1  
削点 航醇  

綿‡キ‡Contro‡of Data MT＆MeけIO◇f St．‡＊擁竜  

ENTf：Rlnit．iat（MT F＝eNuMbcr）  
ENTER Sも．Hav．No．  0000．00080  
ENTER Sonic nepth OOOO．Ol【  
EHTE一己 Laいtude OO－00．O N  
ENTERl．ongitude OO（ト00．O E  

1  

6．糾003  
1780．D  
33・4l．4  

i36－12．4  

穏芸  
00l→ 別・R－01  
10l－◆ 8‘卜T－Ol  

ENTER Dat．eiTiMeくVear／【ont・h／Day州ol」「＞  
柑別 052011  
ENTER MAXdb toin＄u「e the F＝e Scale：1780  
File V（〉‡u拍e・・‥………－………………… ：246256   

＊‡奉梓 Setup of Plotte「払nge ‡＊＊＊   

ENTER M用．，MAX．Te叩りS乱1inity＆＄i名和aβ  
0，30 32．35 22，28  
ENTER M軋，MAX．Pressure  ：0．2400   

‡f RMS，PushくU＄er Key】＞be紬re e乳Ch Sa和Pl竜ng  
Prinler＆Plotte「Read〉・！！Pl」ShくRetu「∩＞  

級組盈盈恩  

敦盛法鼠級生息  

エ馳－3種   

及粗一水圧  
32の倍数   

測定挫唯完工  
くReturn＞Keyを打つ  

Fig．5．Operation ofくOn Liれe Operation〉…Init；aldisplay of CRT鵬．   

② プリンタへの出力の有無を決定する為に選択値1もしくほ0を入力する。  

b） センサーの補正値  

① 水庄センサーの補正の為にデッキ上で準備態勢にある時の圧力値を入力する。  

② 電気伝導度センサーの補正の軍・否を決定する為に避択倦1もしくは0を入力する。   

0を入力した場合には補正値としてCFニ1．00000が設定される。   

1を入力した場合には補正値：  

ロゼット採水器で採水した試水をサリノメーターにより測定した塩分低からその採水層でのC  

TPの水圧と水温を用いて逆算した電気伝導度（Cs）とCTPの電気伝導度（CcTP）との比   

（Cs／Cc′1、P）を統計的に求める。  

を入力する。  

③ 酸素センサーの補正の輩・否を決定する為に選択値1もしくは0を入力する。   

0を人力した場合には補正倦として：  

Oxygen Current Bias＝0  

0xygen Current Slope＝1  

Pressure Correction Factor＝1  

が設定される。   
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1を入力した場合は補正値：  

酸素センサーはタイムラグが他のセンサーに比べて著しく大きいので，試水のWinkler法で  

グ）測定値とCTPの酸紫センサーによる計測値とから降下時と採水上昇時にわけてそれぞれ  

3つの補正値を中井（1983）の方法に準じて求める。  

を入力する。  

c） データ収録用のデータMTの制御と測．虔メモの入力  

① データMT内に設定するファイル番号を入力する。  

② ニ次処理の検索の為に，測点番号，水深，緯度・経度及び‡ヨ付・時刻を入力する。測点番号  

の小数部にほ航海番号を記す。航海番号は研究航海を0番に，実習航瀾を1番にする。例えば84  

－RwOl航海の場合は84001，84…T岬01航海の場合ほ84101となる。  

③ ファイル容盈を決定する為に観測予恋敵深層の水圧を入力する。設定されたファイル答畿（1  

データほ10Byteに相当し，仕様規格ではデータMTの記憶容鼠は散大300KByteである，が示さ  

れる。  

d） Ⅹ－Y8プロッタの作図範囲の数億   

Y軸には水温，塩分及びsigmaβの3単元を，Ⅹ軸にほ水圧を設定する為に，各単元ごとに各  

測点共通の作図軸上の敢小・散大倦を予定して入力する。  

e） 初期値入力ミスの措置   

上記の初期値入力の際に入力間違いをした場合にはくBREA】く〉KEYを2回打った後「RUN」  

を入力しプログラムの実行を再開する（初期倦入力ミスの修正ほ以後すべて同様に措置する）。   

2） プログラム経絡  

① 各周辺機器の準備完了を確認し，〈REllURN〉K】；Yを打つ。  

② 作表の枠割り，塵様の描蘭及びデータMTの制御とメモデータの収録後，観測待機状態にな  

る。  

③ センサーの水村降下直前にくRE・rURN〉KEYを打って観測状態とする。センサーが海水中に入  

れば，電気伝導度センサーからの信号を判断して記録が開始される。  

① データ信号ほ変換された後，各生デ…タについて3偶の平均値が求められる。  

⑤ 平均化された生デ」タは塩分（The PracticalSalinity Seale，1978），温位（Fofon8ff  

and Froesc，1958），密度（TheInternationalEqtlation of State of Sea Water，1980），密  

速（Wilson，1960），酸素飽和鼠（Weiss，1970）及び現場授透庄（Sakamoto，1962）の各実験  

式もしくは理論式を用いて計算が行われる。  

⑥ Ⅹ－Y8プロッタにはセンサーの上下移動に伴って変化する水圧に対して水温（T），塩分  

（S）及びsigmaβが打点され3単元の鉛直分布図が同時に点描される（Fig．7）。  

⑦ プリンタには，水庄（Pdb），水温（TOC），電気伝導度（Cmmho），酸素のセンサー出力（〃A）  

と酸素センサー内温度（oxYTOc）からなる5橙の生データ植，および塩分（S％。），温位（がC），  

sigma仇 音速（SV m／s），音速比（SWユ500），酸素飽和盈（satOxy mgパ），酸素義（mgOxy／1）  

と浸透圧（OPt mb）からなる8梯の各計算値が1行に印字される。  

⑧ データMTには上記5棟の生データ値及び塩分（S），虚位（β），Sigma飢 蜜速（SV）と酸素  

飽和蒐（satOxy）の5種の計算値が収録される。   

プリンタ及びMTユニットへのデータた1ユカはデ岬夕数過剰を抑制するため，水圧200db以浅で  

は約1db間隔に，200dbから1500dもまでは約2db間隔に，1500db以深では約5db間ド削こ制御した。   



CTPシステムの展開  161i 

又，デ…タ出力の確認普としてASCII（American Standard Code forInformationIntercha－  
nge）コントロ㌧－ルキャラクタのベル“ジ”（以後データ出力確認督“ジ’’と呼ぶ）をプログラム  

内に設定した。  

（沙 再び①の項に戻り，繰り返しプログラムが進行する。   

注，デ ッキタ…ミナルに連結して記録するデータATにはリアルタイムにFrame Sync．位と  

各センサー騰がBCD（Binary Coded Decimal）信号形磯のままで収録きれる。   

3） くUsERKEY〉の運用   

観ま料率はFig．6に示すくUsERKEY〉（プログラム実行中に剃り込みの機能がある。）を活用す  

る。  
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Fig．8．Operation of〈UsE王ミKEY〉 duringin－Situ operation．  

a） 各層採水時の〈UsERKEYl〉の運用  

① 採水時にウインチ・ストップした後〈UsERKEYl〉 を打つ。CRT上に現れるFig．6鰍Ⅰ  

の表示にしたがって採水順番骨（予め採水器番号とトリガー順番との整合を検証してお〈）を入  

力する。CRllは消去され，Ⅹ榊Y8プロッタには採水時の各センサー値及び魔分（S）とSigmaβ  

の計算値が，7りリンタには採水時のデータがすべて印字される。  

② デッキユニ ット側を採水準イ椚失態（桜紙機器への出力を断ち，センサー信号の入力を断つ）  

にし，ロゼット・コマンダーの採水トリガーを打つ。約15秒彼の採水簡閉鎖信号につづくノイズ  

の消滅を確認した後，デッキユニットを観測状態に戻し，酸素センサーが安定するまで（60秒以   
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上）待機する。その間にⅩ－Y2レコーダ上にメモを記入する。  

③ CRT上に新たにデータMT及びプリンタヘのデータ出力を制御する水圧の変動形態の選択  

が繁華されている。DownもしくはUp Castの選択値1または2を入力する。  

④ Ⅹ－Y8プロッタの作動再開を確認した後ウインチにく下げ）揚げを指令する。水圧の（増）  

・絨によってプリンタ印字とデータMTの記録が再開される。  

b） 採水をしない場合の〈UsERKEY 2〉の逆用   

観測敢深層に適しウインチ・ストソプした後，くUsE】ミKEY 2〉 を打つ。CRT上にFie．6－Ⅰ‡  

の様にMTユニット及びプリンタへのデータ出力を制御する水圧の変動形態の選択が示される。  

Up Castの選択値2を入力した後ワイヤー巻き上げを指令する。  

c） コンピュータからのデータ出力制御が輿′勘こなった（データ出力確認普いジ”の消滅）場  

合の 〈UsER KEY30r 4〉の運用  

データMTへの番き込みが停止する。  

プリンタ印字が停止する。  

プロッタは作動している。  

① 水車センサー降下中ほくUsERKEY3〉 を打つ。  

② 水中センサー上昇中は くUsERKEY4〉 を打つ。   

データMTへの番き込みとプリンタへの印字が正常に戻る。  

d） プログラムがエラー・メッセージを出して中断した場合，もしくは入力待ち状態になった  

場合（傑用周辺機器すべての作動も停止する。）の〈UsER KEY5＆6〉 の運用  

① 周辺機器の待機状態およぴデッキユニットの作動が正常である事を確認した上で〈UsER KEY  

5〉 を打つ。  

（卦 この時メッセージ番号55が出て再び中断した場合には 〈UsER KEY6〉 を打つ。   

CRT上にFig．6鵬Ⅵの表示がでる。ファイルへのデータ番き込み継続不能は，テープヘッド  

のずれが主な原因である。新たにファイルを作成する必要がある。   

確保すべきファイル客魔を概界（水圧＊50：1層当り 〈10Ⅰ∋yte＊ユデータ／水圧間隔の平均〉）  

しデータMTの残数（データMTの紀憶客嵐ほ液大300K】∋yteであるがファイル数によって倣大記  

憶谷盛は多少変化する）を確認し，婁すれば新データMTに換えた後，新ファイル番号とファイ  

ル容盈の概算値を人力する。新たにファイルが作成され 上紀の城作によりプログラムは渾び正  

常に進行する 。   

4） 観測終了の措置  

① 水中センサ…が水衝から出たらCRT上にF庵．6－王‡の表示が現われる。CLOSEの選択値0  

を入力してヂ…タMTのファイルを閉じる。  

② 〈BREAK〉 KEYを連続2固釘つ。   

上紀の操作によりプログラムの運月封ま終了する。   

観測現場でのⅩ－Yプロッタによる作図結果をFi臥7に，プリンタによる記録をTable．1に  

例示する。  

Ⅰ‡） データ計数プログラム  

くCourlt Of MT Data〉   

デ…タMT上に予め確保するファイル容鼠ほ観測予定敢深層の水圧，データ採取の水圧間隔及   
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Tablel．Data of printout by くOn Line Operation〉．  
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ぴ1層当りのデ…タ単元数（10個）より計解されているが，確保巌が収録されたヂ∴タ数を大幅  

に越えている場合が多い。ヂ∴タMTを無駄なく倣うためにはファイル内に収録されたデー▲タ数  

を確認する必要がある。このプログラムには，テ」タMTに収録されたデータの計数に併せて二  

次処軌こ必要な水温（T），電気伝導度（C），塩分（S），温位（β），Sigma仇 音速（SV）と酸素飽  

和巌（satOxy）の7轍のデータの螢大・散小位を調べ，プリンタに印字させる機能を付した。   

CRT上の表示（Fig．8）にしたがってプログラム経路・操作手順を述べる。  
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Fig．8．Operation ofくCount of MT Data〉．   

り 初期値入力  

① プログラムが中断した場合に用いる 〈UsER KEY〉番号が示されている。  

② ヂ柵夕数を調べたいデ叫タMTの敢初のファイル番号を人力する。   

プログラムが作動する。   

2） プログラム経路  

① ファイル内のメモを硫みCRT土に測点番号を表示する。  

②1層ごとにファイル内のデ…タを読み，CRT上には水圧（P）を教示する。  

③ 説み込まれたデ…タの数を累碩し，各繋紫について前層デ∴タと比較することにより叡大・  

絞小低を調べる。  

任）再び②の将に戻り，繰り返しプログラムが進行する。  

⑤ ファイル内のヂ∴タ計数が終了するとプリンタにデ…タの計数値及び各要素の散大・敢小依  

が印字される（Table 2）。  

⑥自動的に次のファイルに進み，改めてデ…タ計数を行なう。   

3） くUsER KEY〉の運用  

① デ蜘タMT内のすペてのファイルのデ…タ数を調べ終えるとメッセージ番号55（Fig．8州Ⅰり  

が出てプログラムが中断する。引続き他のデ州タMTのデ血夕数を調べる場合にほヂ∴タMTを  

入れ換えた後〈UsER K】；Yl〉 を打ちファイル番号を入力する。   
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Table2．Data of printout by 〈Count of MT Data〉   

File＝ 5 St．＝  6．S4003 こJul心ers of Data＝ 680  

169  

ぬnまmum  

でerr野．  2．426－  

Cond．  31．409 －  

Salま．nlty  34．277－  

0  2．302 －   

SlgmaO  24．690－  

SoundVel．  1478．310 －   

Sa七0野．  7．559－  

朗axまm  

18．856  

46．088  

34．742  

18．855  

27．593   

1518．369  

10．856   

② 観測終了時にファイルのCLOSEを怠りた場合にはファイルエンドを籠まずにメッセージ番  

号63（Fige．800王Ⅰりが出てプログラムが中断するのでくUsElミKEY2〉を紆つ。デ叫夕数及び各  

デ…タの敢大・敢小がプリンタに打ち出された後，次のファイルに進み，改めてデ血夕計数を行  

なう 

③ プログラムの逆用を終了する場合にはメッセージ番号55が出た後くBREAK〉KEYを2回打つ。   

ⅠIl） データ編集プログラム  

〈Data Edit from MT to MT〉   

このプログラムほデ…タMT上のファイルに収録されたヂ∴タの編塵及びメモの修正に用いる。   

フロ仰チャ…ト（Fi臥9）及びCRT教示（Fig，10）にしたがってプログラム経路と操作手順  

を述べる。   

り 初期値入力  

a） 出力側のデ∴タMTグ）制御  

① 出力側のデ…タMTをセットしたMTユニットの選択値1もし〈は2を入力する。  

② ファイル番号を入力する。  

③ テ血プ内の測．貯掛号等の血遵のメモがCRT上に表示される。  

b） 人力側のデ」タMTの制御  

① 入ガ側のテ」タMTグ）ファイル番号を人力する。  

② 上記のメモの修正を質しない場合には選択値1を入力する。メモの修正を要する場合には選  

択値0を入力し測点番号，水深，緯度・経度及び目付・時刻のすべてに亘って再入力する。  

③ 先にデータ計数プログラムで確認したデータ数げ仰タが2つのファイルに分かれている場  

合には合計チ∴タ数）を入力し，ファイル客義をデ血夕数に整合させる。  

c） 電気伝導度センサーの補正値の修正   

修正する場合には選択値1を人力し，新補正使を入力する。  

d） CRT上グ）作軌範囲紋嚢   

デ…タの転送をモニタ…する為にCRT上a）X紬側に水温（T），塩分（S）とsigma8の3単  

及びY軸側に水庄を設定する。作僧】範囲を決定する為に各単元の軸」この敢′ト放火低を入力する。   
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l11itiali2atio11  

毒事‡持 Data Edit fr（爛MT to MT ＊‡‡‡‡   

‡‡‡＊‡C（〉ntrく）‡¢f DaねMT on output＄ide‡‡‡＊‡ 叫  

SELECTandENTE… ㌶‡呂ニ…言e‡冨芸芸‡漂主：巨∫  

出力偲腿剃腰  

蝕⊆鼠鹿選択   

弘適温豊A力   

！濫ぷ登温込息ぬた  

艶艶及出力  

lNPし汀I一礼「a腔te「   

◆〔011trOIo†Oata MT on oulput side  

仁NTERln＝．ial（MT Filc Nurlbcr） ：l  
St．Nav．No，ニ 臥8年（粕3  
Sonl「Depth＝1780．0■  
L乱t▲  33・41．4 N  
Lonぶ．136・12．勾 E  
19糾一5・201】：  
CFニ】．00233   MT File〉oIuMe＝246256   

抽出‡C仰trく〉10f D8b MT oninput＄ide 綿棒＊   

馴TER‡nitね‡くMT File軌】洞ber） ：！  

Readi喝Memo fromMT on¢utPutS竜de  

Prinもing out Me洞00n CRT  

lNPUT‡〉a「ameter   
◆C（川い・Olo†D；lta MT o11i叩Ut・Si血   
◎（Correction（〉f MT Me†［0〉   
㊥（CorrecいOnOf C¢nd．FacもⅣ）   
㊥Setup（〉f CRT Range  

SELECT an（iENTER！！ Me汀100K！  
M弼  

ENTER St．Nav．No．  0000．00080  
馴TER Sonic Depth OOOO．0和  
訓TERl．aもiもude O（ト00．O N  
訓TER Longitude OOO・00．O E  

：l19＝1  

用9ニ0：0  
：6．84003  
：1780．0  
：33－41．4  
：136－12．環  

ENTER Daもa an（iTi精e くYear／Month／Dayハlour＞  
1984052011  
馴TER MTぬta油川bers  ：680  
MT File Volu納e・－……………－……－   65792   

‡‡事持 C（〉rreCもion of Con〔‡．Fa（：もOr ‡孝‡‡ヰ   

SELECT and ENTER！！ Co血．Fact〈）r ：G5＝1  
N〔lN  ：G5＝0：l  

ENTER Cond．Fac（〉r  ：Ⅰ．00233   

抽象擁 Seもup of CRT Range 事孝幸‡春   

即TER M雪目．，MAX．Te‡叩リSalinity基＄ig悶a8  
0，30 32，35 22，28  
ENTER MIH．，MAX．P「e＄＄ure  ：0，3200  

Setいng岬X・YAxi＄＆Memo  
On CRT   

ー・捷凰敦観象段定  

l）lnitial山splay or CRT  

‡f Conもinued on如10もhe「File，PushくU＄er Keyl＞  
＝‘てLOS〔of Flu：”ofinput MT，Push＜Uscrトpy2＞   

STOP‡Nl．川E紺＃＃TOI〉R柑R T針川沌桐酬  

Ⅵ）Dほptayof CRT：Åt“ENDof F軋E”of outputMT  

ドite N目口ber ‥－－－－－‥－＝・・－・－－－－＝＝・ ：l  

Eト汀ドR NeヽtFile Nullber・  ：2  血・放免まこ曳虻殴軋鹿   茸且を人ノ」  
∇  

ロコ  m）鋸即‡ayof CRT：Pu＄hくUser Keyl＞，if d久也i＄COntinued onanother f岳Ie   

Ⅳ）PushくU＄er Key2＞for“CLOSEof FtLE”  

Fig．g．Flow Chart of〈Data Edit rrom Mrllto MT〉▲  Fig・川・Operation ofくData Edit from MT to MT〉・   
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2） プログラム径路  

① 入力側データMTが作動した後，新メモヂ⊥タを収録する。  

② CRT上に作図範囲が設定され，座榛が描画される。  

③ 出力側データMTよりデータが呼び出される。  

④ 電気伝導度センサーの新補正確を入力した時のみ再計算される。  

⑤ CRT上に水圧（P）に対する水温（T），塩分（S）及びsigma∂が描かれる。  

⑥ 入力側データMTにデータ（①の場合は蒋計界データ）が収録される。  

⑦ 蒋び③の項に戻り，繰り返しプログラムが進行する。  

⑧ 出力側データMTのデータ出力が終了すると，CRT上にFig．10－ⅠⅠの教示が現れる。   

3） くUsER KEY〉の運用  

a） データMTの編凝   

連続するデータが2つのファイルに分かれており，それらを1つのファイルに編幾する場合に  

ほくUsERKEYl〉を打つ。Fig．10－mの表示が現れるので，次に続くファイル番号を入力する。  

引き続きデータ転送が行なわれる。  

b） プログラム逆用の終了   

データ転送が終了した場合くUsERKEY2〉を打つ。ファイルが閉じられデータ転送作寒が終了  

する。他の測点のデータ編凝を引き続き行う場合ほ「RUN」を入力し，プログラムを再び実行  

させる。  

この絹糸されたデータMTを剛－れば，バックアップシステムでの二次処理の効率が潜るしく  

向上する。  

バックアッププログラム   

バックアッププログラムは，CTPプログラムと同じ操作手順で選択する（Fig．11）。  

2‥．S】iding Gr叩hic＄  
3…8・S Diagr舶！  
5‥．Pr（〉fite of T朗Perature  
6…P「ofile of Sali両ty  
SELECT8雨ENTER】！ Hu搾ぬrof Pr喝raは ：2  

鮫愚姓姐鮎遜忍  

Fig・†1．Disp】孔y Of CRT：Seleetion of’tBackup Program”．  

1） スライディング作図プログラム  

くSlidir噛Graphics〉   

このプログラムほ観測Line上での単元の船底分布を比較するのに有益であi），水温（T），電  

気伝導度（C），塩分（S），温位（β），Sigma∂，普速（SV〉，酸素飽和畿（satOxy），酸素（0Ⅹy），  

ざ及び現場浸透庄（OPt）の10単元を選択できる。   

フローチャート（Fig．12）及びCRT表示（Fig．13）にしたがってプログラム経路と操作手順  

を述べる。   
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‡‡綿羊 Sliding G「aphie§ 擁審：持   

1…．P‡Te叩e「弘也「e  
2‥‥P‡Condueもiviもy  
3‥‥顆Salinity  
4‥‥P押0捷ntialTe慨Per乳ture  
5‥．、P事＄igMa∂  
6…．P‡S（さund Ve10City  
7‥‥P‡S久也raも如Oxygen  
8‥‥P‡Oxygen  
9‥‥P鋸elb  
10…．P‡0㈱もic Pressure  
SELECT and ENTER！t Typc of Graphics：しり＝：】  

lniti孔1i2al10n  

NPUT Pa「鋸愴te「  
◎Type of G「aphies  
㊥Contrく〉loずMT  
◎（Faeも◇r Of Oxy．Sen＄0「）  
◎Setup of X－YPlotもer Ranぢe  

加タイプ亀自  
力l∈－ l  

伽・塾ぬ邑羞  

持埴＊ P‡T帥Peratu「e ＊蕃‡‡蕃   
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l）lnit．ialdisplay or CRT  

F‖e Hu■ber＝8  
卜TT Rcady ＝ Push＜Return＞  

u〉Oi印Iay of CRT：8e紬re drawi咽aもeach station  

Fig．12．Flow Chart of〈Sliding Graphies〉・  Fig・13・Operation ofくSliding Graphics〉・   
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り 初期値入力  

a） 単元の選択  

①10単元の内から作図する単元を選択すべく1から10までの選択低を入力する。  

② 画面が消去された次の表示が現われる。  

b） データMllの制御  

① 作図させる測点数を入力する。  

② 各測点ごとにデータが収録されたファイル番号を入力する。  

c） 酸紫センサーの補正値   

酸紫を選択した場合のみ鴨素センサ…の補正檎を入力しなければならない。  

d） 作図範囲の設定  

① スライドさせる目盛り間隔の選択爛0，1（10日盛り分スライド）もしくぼ2（20目盛ぎ）分  

スライド）を入力する。選択値0を入力すると蕊ね閣になる。  

② 各単元の救小鰭次いで描画される水庄（P）範問の敢小・散大條を入力する。   

作図準備完了を確認した後〈RE・l、UliN〉KEYを打つ。   

2） プログラム経路  

① プロッタ上に作図範囲が設定され，逓増が描画される。  

② 各軋鑑ごとに鉛夜分布グ）作図が開始される前にFig．ユ3】Ⅰ‡の来示が現れる。データMTの準  

備完了を確認した後〈RETURN〉KEYを打つ。   

表示のファイルに進み指定した間隔を移動して作凰を開始する。この時，プロッタのペンの色  

が換わる。  

③ デMタMTが作動しメモデータが呼び出される。  

① 各測点ごとに測点番号が印字される。  

⑤ デ…タMTからデータが呼び出される。  

⑥ プロッタ上に選択単元の鉛夜分和が描かれる。  

⑦ 再び⑤の項に戻り．繰り返しプログラムが進行する。  

⑧ 各測点ごとに船窓分布を作図した後②の項に罵り，繰り返しプログラムが進行する。   

b）で既に予定した金側点の作図作紫が完了すると自動的にプログラム運用が終了する山   

水温の作図例をFig．14に示す。  
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ⅠⅠ） β・Sダイアグラム用プログラム  

〈β・S Diagram〉 （Note－2）   

水系解析に朗さられる温位（β）と塩分（S）の相互関係を連続的に線描する。補助線として琴  

Sigmaβ線を副えた◇多数の測点を蕊ねて描〈ことができるので，水系の判定に有効である。   

フローチャート（Fig・15）及びCRT来示（Fig・16）にしたがってプログラム経絡と操作手順を  

述べる。   

り 初期値入力  

① 航海番号を入力する。  

② 作図させる測点数を入力する。  

③ 作馴L捌酎こデータが収録されたファイル番号を入力する。   

2） プログラム経絡  

①琴sigmaβ線を描くためのデータをプログラムMTに設定したデータファイル（ファイル4）  

より読み込み，RAM中にデータを記憶させる。  

②プロッタ上に作図範断機定され，座標が描画された後に等sigmaβ嫁が描かれる。  

③各測点のβ・Sダイアグラムの作図が開始される前にFig・16－Ⅰ王の教示が現われる。データ  

MTの準備完了を確認した後くRETURN〉KEYを打つ。   

表示のファイルに進み再び作図を開始する0この時プロッタのペンの色が換わる。  

④ データMTが作動しメモデータが呼び出される。  

⑤ 測点各号が印字される。  

⑥ データMTからデータが呼び出される。  

⑦ プロッタに温位（∂）と塩分（S）の関係が描かれる。  

⑧ 再び⑥に戻り，繰り返しプログラムが進行する。  

⑨各測点のβ・Sダイアグラムの作図を終えるごとに③の項に罵り，掛）＼返しプログラムが進  

行する。   

予愛した全測点の作図作楽が完  58  

了すると訂動的にプログラム逆用  

が終了する。   

作図例をFig．17に示す。  

28  

84－R－03 St・ 9■  8． フ． 6．  

F短・17．β鵬S dia針am With theline   

Of equi・Sigmaβ；〈β叫S Diagram〉．  
之注．漬  

りヽ■ヽけ  
芝3・5  34．8  34．S  

SRLfNJTT （ppt〉  

35，8   
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lllitiali2ユtion  

lNPUT Para榊芝ter   
◆Setl叩0†X－YPlot．k「R礼帽e   
◆Controlof MT  

腎 
甲 

ニニ甲  

Fig．18．Flow Chart of〈Profile of Temerature〉：Profile of Salinity〉・  

‡‡‡暮‡Profile of T朗Peratll「e‡暮暮暮l  
（Prof＝e oザSa＝nity〉  

‡綿羊事 Setupof Ploも反r Ra鴨e 事＊‡‡‡  

ENTER Max．Presさ．く32．3200r3200db）：3208  
EHTER HauいCat Mile Sc81elcll＝：l   
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Table3．Data of prjntout b）・くProfile of Tempemturc〉  
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Fig．28．〈Profile of Temperature〉with equトtemp－intervals．   
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i11，Ⅳ） 水温・塩分断面図用プログラム  

くProfile of Temperature〉 or くSalinity〉   

このプログラムは全測点共通に叫定の温度（塩分）間隔ごとに，水圧位置をマークし且つ，温  

度（塩分）のディジタル値を印字させる働きを附加した。水温（塩分）の断面図をマニュアルで  

作成する場合の前措置に用いる。   

フローチャート（Fig．18）及びCRT表示（Fig．19）にしたがってプログラム経路と操作手順  

を述べる。   

り 初期偉人カ  

a） データMTの制御  

① 作図させる測点の数を入力する。  

② 各測点順にデータが収録されたファイル番号と断面の左側測憶との距離（浬）を入力する。  

b〉 作図範囲の設定  

① 散大水圧倦を32，320またほ3200（db）の内から選択し，入力する。  

② 距離尺には1cm当りの捜数を入力する。   

2） プログラム経路  

① プロッタ上に作図範囲が設定され，塵嫁が作図される。（10，100）1000db以伐ほ水圧の作図範  

囲を拡大してある。  

② 各測点ごとにマーキングが開始される前にFig．19－‡Ⅰの教示が現れる。データMTの準備  

完了を確認した後〈RETURN〉KEYを打つ。  

③ データMTが作動しメモデータが呼び出される。  

① ペンがY如上を測点間組秋分だけ移動する。  

（9 データMTからデータが呼びだされる。  

⑥ マークする水温の間隔が4℃以上では0．5℃ごとに，4℃以下では0．1℃ごとになるように  

データが選出され水圧が補間される。（塩分間隔は0．025％ロにとった）。  

⑦ プロッタ上にマークされ，値が印字される。マーキング毎にペンの色を扱える。補助として  

プ1jンタに水温（塩分）間隔毎に水温（塩分）と水圧の補間條等が印字される。  

⑧ 再び⑤の項に戻り，繰返しプログラムが進行する。  

⑨ 各測点ごとにマーキングが終了した後②の項に戻り，繰返しプログラムが進行する。   

予定した金側点の作図作寒が完了すると自動的にプログラム運用が終了する。   

水温の作図例をFig．20，剛引こプリンタに打出した結果をTab13に示す。   

他の単元に関する断面図プログラムはこのプログラムから改変すればできよう。   

本報に紹介した計7轍のプログラムについてほ汎用性の拡張を進めつつあり，更に簡素化を検  

討中である。叉，データタブレットを活用する測流成栄の整理や力学計算など梅澤観測網義金般  

に亘って，計算・整習！のプログラムを整備中である。   

CTPの潜及に伴って衡平観測の組織化が進めば，データ鼠の飛躍的増大は必至であー），観測  

成果の交換利用の要望もますます高まると予想される。   

研究調査の目的によって観測の焦点も自づから輿なる筈であるが，能率的なデ…タ交換の為に   
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ほ，統一テ∴タ規格の投売は敢小限の急を要する事項と考えられる。本報がその検討の契機とな  

り鈍行台の山つになり得れば幸いである。  

CTPシステムの不断の整備・拡充に理解と格別の尽力を救いている「勢水丸」陣野哲朗船長  

はじめ乗組凝滞氏，ソフトウェアの質的向上に碩塵的助雷を寄せられた「長崎漸平気象台」金子  

郁雄技眉の好意，ソフトウェアの改薯と検肛に熱心に協力した中谷（1982卒），久保添（1983卒）  

両君の協力に射し，深甚の謝意を来し庇い。   

本戦は，文部省科学研究蘭  

1982・1983年 特定研究用 掛朝の変動と地形効果 代表者 寺本俊彦  

1982・1983年 山般研究（A）北大平群の深層楯環 代表者 寺本俊彦  

文部省特産研究1983年 熊野灘に應ける生物資源の加入および漁場形成機構に関す  

る研究  代嚢者 野々損得郎  

の援助によるも成果グトー部である。紀して謝意を褒する。  
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汁叫里甘軸  

ヽ：：†：1：：l：  

叶i；ヰ王叶！叶；  
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F9＝き1  

日と．＝O  

Flr＝ロ  

C9…＝1  

＼ノ5＝15仁一ロ  

∨亡．＝○  

Il誓8  
‡2琵1  

Ⅰ3霊1  
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‡慧＝雷1  

Ⅰ4．＝1  

！ヨET DEI3REE慧  

ロN きRQ THEN l1フロ  

DIM ∈（ム〉  
PRエNT ∂3ヱ，24．！2  
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INF▲リT H＝：  

F・RINTl－  ENTER Lき．†‡†Llde  〔一口一口ロ．〔lN  

INFリ「■ Lニ，Lさ  
r・RINT 一■  ENTER Lol・■うItude Oロローロロ．ロ E  

INF－l＿一丁 し5，Lと・  
Ll認L2＋Lヨ／18¢  

L4ロL5＋L＆／1日¢  
F：・RINT ‖  ENTEドこ D～．te 写（1■imc（Ye～い、／rlorJth／【lさ、Y／Hoし＝、二＞ ”  
INF■し一丁11ヨ，H一ト115，H亡・  

F・R‡NT‡－  ENTER M角Xdb，fol、い●t5・しIre ＝1e F▲＝昏 凱＝．Le －’；’■；t●；  
INドーUT Fヨ  

∈：∈；8IF F5〉慧日日 丁目EN？18  
∈：ウ8 F‡：＝（INT（エロ卓叶：（F5＋1）／＝5ふ）＋1）｝＝三54・  

9日昏 GO TClウ5日  

91日Ⅰド F5〉1ヨ0日 丁目EN 948  
ウ2昏 F∈撞くINTく1日餅†＝（F5－2¢ぢ＝／25ふ〉＋1〉叫：25そ・＋4㊥44日  
9ヨ鼻lヨロ T〔‡ウ5㊥  
94㊥ F∈l諾く王N7■く4か了げ5－15窃8〉／25ム〉＋1）坤…25ふ1・1フロ49d・  
9亨ロ FRINT ‖  Fiしe  ＞0しし＝ne－－－－－－－－－－－－－－－－  ー■；F草享IIB・′te－－  

9壬．卓 F■R王N†’  
97匂 F－RINT” ＊榊：坤ミヰI Se†しIP Of F●lotter RÅrlge  け＝，I坤＊ヰ三”  

9草8 F■R‡NT  
ヤ・？ロPRINT ‖  EN「EFミ MIN．，卜1AX． TpnF．，！：Aしh■一itY きく Sトラm～〔1●1  
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1仁11日 F・RINT ‖  ENTER 卜1IN‥MnX． Fre∫∫しIl、e  ‖■l‖  

1〔12日INF－UT Yl，Y2  

1e13日 PR‡NT  
184¢ PRINT 暮一  三F RMS，FしIgh くし1ぎごrlくeYl〉，ヒーefol、Eさ．⊂卜‡冒さ．mF・Lけ‡う．t■  
1850 F・R‡NT ‖  Pr汗I†er 冬く F一し8tt督l、勘拍甘y！！F■軋汗l〈Reト．汀l●竃＞t■  
1日る0‡NPしIT Y＄  
1日7日 REM  ＝†j糾j…；  MA王NRしけIN  両叫叫叫…  

1〔時日 61コさ1＿旧1：：口中  

1日9〔llヨl〕∈：し旧17Jl〔1  

11百日IF 6苫く1丁目ENl128  
1‖牒lヨ0劉＿唱1蓉¢ら  
1128 FtRINT －●色白BG6GGtヨG666広一I  

ll苫匂‡NPUT Z＄  
114日 GO∈；l＿唱1ウ章¢  
115草 G‡コ等し旧 F一子l〕F 3¢■苧臥苫2昏窃  
11かβ隠α乳＿唱 347日  
117日 一芸事コ T‡コ11年¢  

11∈：ロ Hl〕卜1E  

l198 ENロ  
1ヱや¢ REM   …†：≡伸一I！＋Seト＝rI勺 しIP X－Y針＝∫鮎 P沌仰〇 Or事 X－YPし0††er 汁叫叫司；  

121◎ ∨‡E＝PtコRTlや，9匂，7，？7  
1ユニ日 日IN【l〔lしり Yl，＼′ユ，E（1），E（2〉  

1三言㊥ PR王NT ∂1ナ馴母  

124申 Yニ（Y：トY‖／占4  
125日 X三＝（Eく2〉爛E（1〉〉／128  
1ニ：ム◎ 角X‡S お1：Y，X，Yl，E（1〉  
1ユ7亡＼＼‘＝三Tl‥Y  

12尊母 X＝2串X  

129申 《XI雲；の1！Y，X，Y2IE（2〉  
1苫田草 Fロ【モⅠ七1T〔彙 2  
】．苫i¢ M〔lVE 苛1：Yl，2¢申ⅠヰミX  
l：ヨ28 ロRハ吊；∋1！Yヱ，28串Ⅰ汀…X  

13ヨ¢ NEXT I  

lさ4日 F〔lR ユや1Tロ ふ  
13ヨ8 Mロ＞E ①1‡5車Ⅰ叶！Y，E＝＝  
13そ．㊥川和瑚▲J∂1：5鴻…Ⅰヰ！Y，E（2〉  

1ヨ7日 NEXT I  
lこ写8㊥ PRINT ∂1，17；1．5，2  
1苫9¢ F一円‡NT 彰1，25！ウ¢  

148¢ PRINT ∂1，2二＝12，尊  
141日 PRINT 3l：しISING”4口”：Yl  
142◎ PR王N†’∂1，21；28，8  
14さ草 PRユNT ∂1！－I（db〉り  
144¢ FIRエNT 馴ト2＝9訊沌  
145日 PRINT；∋1：しl！さIN（；一事4ロ‖！Y2  
14£．8 RESTCIRE 414¢  



147ウ FロR‡ニ1Tロ ム  

1月草ウ RE角D X9，Y9  
1q9¢ PRINT ∂1，2いXワ，Y9  
15申や PR工NT ∂1：▲し‡5‡NG －t2［し【lt－！E（‖  

151日 NEXT‡  
15ヱ8 RE：；T‡〕RE 415日  
153日 F〔一円‡＝ま T〔！ヨ  

】．5咋り REnロ X9声Y9，ハ＄  
155ウドR：NT：∋1，21：Xウ，Yウ  

154．窃 PRINT；∋1り沌  
15アロ NEX7■I  
lヨ昏草 FtRINT ∂1，21！144，¢  
15ウロ F：・RINT こill：U盲INF3114【I．5［l，JIA，5X，′lD．ロ，ハー●：111：‖  r11U．’：Hコ享．1m‖  
1る．草り F●RINT 訂1，21；144，5ロ  
トミ．1〔1F・RINT pl；しlミING14エロ：Lニ享■－－‖；Lさ；‖ N’－；」5ミー●－‖＝＿4・；－－ E‖  

】．ふ2日 エMAGE 2【l，A，ヱ［‡．【‡，2ハ，5X，3D，角，2rl．ロ，ヱA  
lム3日 PRINT ∂1，21：i4昏，1e1  
1ム4日 F・RrNT ∂1：し摩‡N（∋1ム5即11苫き，t－－一事H4喜一－－t■享t15芦‖ ■t；Hふき‖！－t；●霊〔：F‘＝”；仁9  

1ふ5日‡M角GE 4【l，角，2rl，内，エロ，角，2ロ，A，5X，3角，2こ】．5こ－  
1塵．d．ロ F‘RヱN7■ 芯1，21；148，1日  
1ム7日l亜＝TE ∂F3‡＝1  
1d．印〕「爪INT Dト17：1．5、1．う  
1壬．サロ F－R‡NT Dl，21；134リ1り  
17日草 F・！モINT 苛トい一No．F事㌣e∫g．TemF・．こ馴・td．ox・′T 汀Iicro白 雪き．L．5い川吊．¢暮■  
】．71¢ FtRIlJT 苛1∴㍗＝133，1日  
1728 F－RエNT ∂1！－  dbき．l、 こ  mmIlロ  F・Flモ  

17さl〕RETリRN  
17購〉 REM   ｝…叫叫！ Re⊂ひ㍗dirl・ヨ†1e爪0†u【lさ，†さ．卜1T  坤再骨畑＊  
175日 F王NI：l∂Fさ！Fl  
lア亡．臼 M自問＝：aドヨ：1，F∈1  

17フロ FINロ 訓＝さ：Fl  
17∈昭 小僧‡TE ∂Fさ‡＝まチi12，Ll，l＿4，11こさ，H4，Hヨ，l肱，C9，F昏  
179日 RETしl【モN  
l〔：口中 RE卜1  …て…：ドl、＝・l＝n勺 0しIt Pl【・mロ OrlF■l、il‾l†el、  ★1ハ十斗  
1∈！i8 F－RINT むヨ7ト2ふど1  
い：‡2¢ F■RINT▲ ∂糾 し‡写INIヨ1∈！3即日l；●■  Mしl－I  

l昏ヨ㊥IM角GE：∋【‡．5D，学府  
1∈叫8 F，RINT ∂∈‡；11－1  
い∋5¢ 円モINT 訓封 し唱Ⅰ伸；1牒7郎11：≧要一，m ‖芸L2き■t－▲－＝＿3；雷－ N I一芸L5蔓れノ－ぎLム芸t－ E －t；  
1∈濾草 F事RINT ∂昏；‖  内諾‖＝コ馴‖ 雷【：琵－リロワ仁一 〔：ol・lt］．Fき．⊂†ol、建一暮ぎ仁ウ  

1∈け8IM′ち眉E 7【‡．D，4A，2【l，∩，ヱこしロ，4角，3ロ，角，2【t．D，4角  
1草きPl「－RINT ；18：‖ ■■  
1草？草 F，RINT 訓封一雷   ‖；H3；●｝－一義きI車＝‖一事－；H5；－－ ●－＝寸ふ；‖；t－  

1■フロ臼 PRINT；憺三■■ ‖  
1ウ1ロ Fl！モINT ∂∈！：t  叶叫ミ＊ヰI R紬IArId CÅtこしlしさ．†ed・【lATn L〔憺 ＊叶出場 ●  

1ウコロ F一穴IN「‘紗針‖！●  

1ウ3日 PR王NT 訓封‖ F・】、eざg．TemF． Corld． mi亡l、0角 ox▼ブT Sきしil▼‡i†Y ち＝   t■；  

1tヲ4日 F・R王NT 苛昏王t■∫‡勺mÅO SoM・tdVet．ざ∨／15¢¢ 5久†－．1りXγ 0‡Y∴ OFイ“  
1ワ5ロ F・RINT：p与；＝J‖  
1ワd．臼 F●RINT；p3アナ之ふ重ウ  

1ウ7日 RETリRN  
lワ∈！¢ flEM l伸ヰ！＊ Reさ．－ヨirl守 口A†き．fl日用1CTP  申＊疇－＊  
1ウウ草 F●琵8  

エロ草8 T＝；卓  

エロ1昏 亡草こや  

ニlヨニl：l〔l巨‾ロ  

2日ヨ臼〔12監督  

ユ¢ql〕N＝1  
2や5日 いBYTE；∋：∋4王  
ヱ昏d一¢ FほYTE 白日，角1，Aヱ，荷苫，角4，A5，Aる，日日，《7，角倉，《？  
ヱ卓アロ レ膵Y7’E：pウ5！  

エロ手口Elこl＝Bl〕＋1  

ヱ898IF ハ¢く〉248 角N【lハ臼く：，15 丁目EN 2ロ5日  
ヱ1日り 王F 8日く1丁目EN：：85日  
ご11日 Pl＝＝（∩ユ＝lTユ5モ．・トハ1〉′′＝l〕  

21三尊 B2宏（角々ヰ125d．ヰAヨ〉／別派昭  
ヱ1ち¢ B苫芝く角かI125そ，＋《ヨ〉／1鋸和  

之14¢ B4ミごく角∈伸25d．すA7〉／2日ロり  
ヱ158 日5ニA？ヰ；12昏／＝純和  
21ふ草Ⅰド F？く2 Tト1EN ヱま∈【¢  
⊇1ア尊 王F E一言くヨ 丁目EN：ヨ  
ヱ1∈！臼 エF 83く5†‘HE卜j 2858  

182  

ヱ19ウ RErl  】＝…坤叫；  ハざぎ‡？「事 F●0し∂．1㍉＝＝ぺ＝  

22草り らロ Tこ暮 BO ロF 227草，2ヱ10，ヱ24日，三三1中  

三コ1〔lPlこ＝一日l  

ココ2日 Pロ＝日日ー1  

223¢ 8ロ T⊂1228り  
ニュ4ロ Eに＝－βヱ   
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掛か緩和－2  

Gl〕Tl〕2200  

Bア＝釣B忘くBi－Bふ）  

ロ亡．ご81  

IF ≡葦7〉18 丁目EN 二≧D5¢  

日宇＝pl－P亡I  

F＝P＋BS  

Tヨ丁＋B2  

亡ロた亡臼＋ロコ  

1コ1＝lコ1十日4  

ロコ＝ロコ＋p5  

‡F N：－2 丁目EN ヱヨーヲ¢  

N＝N＋1  

G〔lTロ コ¢50  

P豊P／3  

TこT／3  

⊂ロ亡亡虻／コ  

ロ1＝亡り／さ  

0ヱだ1コ2／3  

CニC臼≡†亡〔：9  

！こETlくEY  

REM   津減i＊＊ さき．し妻】・I＝h・ C鼠も⊂し代入t＝㍍‡  け；＊坤叫；  

亡1＝くく（1．◎¢31＊T－各9ム．9∈り叶丁＋1i8425．ウ）＊T＋2．草り5ふヰEヰ・7）婦げ＋dり7d．ふ申97E下煮  

Cl琵Cl串1．8E－9  

C2＝C／42．？ロ9  

Cこさ＝（（さ．？β9叶F－占37日○ロ）叶：F■朴1．ロE－1日＋2．ロ7）ヰ：F■＊1．0E－5  

C4慧（く4．4ふ4＊T－さ1．87叶【C2＋苫42．る〉＊T＋42i5ヰIC2〉＊1．臼E一々＋1  

C苫迂C2／（Cま＊（1＋ご3／C4〉〉  

⊂5＝（T－15）／（1＋ロ．ロ1亡．三嶋こ（T－15））  

183  

Cヰヒ5日RくC3）  

C虔．＝く∈！臼＋くく27日∈！ま坤…〔：さ＋14日941〉オーC3－1も92〉沖－C4十（25写昏51州7¢2ふ1豆rCさ〉＊こ：ヨ〉巾1．◎E－4  

亡7≡三（5－（（14小l：亡3＋375〉：l＝〔こ3＋5亡．）叫ン＝叶1．βE－ヰ  

昏こCふ＋C5＊（ご7＋ほ．34，叶l〔：苫－ふ＆，〉ヰ：C：芸！ヰ‡1．㊥E一々〉  

REM   叶iヰ叫ど坤； Fto†erlt＝＝ T官印per乱†‡．1re C8．LこしIL入tiDr‡  叶減車れ郎  
Tl＝（（2．7嶋：T－127）≠T＋101Jlロ）嶋＝T■こ1，OE－4  

Tニ：＝く4．いIiS一三亡．．コ車1＋1こささ2）叶S叶1．1〕E－4  

T苫こく914日臼－く277む－ウ．5＊Tい◆lT－1．557雄三Ft）ヰ】F旬！l．草E一章  

TO＝T＋（1．占－Tl－T＝－Tこ㌢いITF●叶＝1．ロE－5  

REM   ｝トヰ！け：汁ミ g‡ゥ爪泉田   Cき．し⊂しItき－†Iol・l  叶叫如紆巾  
S9＝S（〕R（S）叶＝S  

ロ＝＝（（ム．5さムココユー：T〔ト11三日．0さヨ＋5．さ甘75≠S〉ヽ＝Tロ＋1仁1日1仁．9．5一字2ヰ．亡．7＊S）斗＝T仁l  

こi2だ（D2－9日9529㊥＋7ふ43啓ヰ；≡ト1£．54．かl；S9〉ヰ；TeI  

D2芝（工‡2＋ふ．7？3952E＋7一々¢草99¢り油S＋1¢2278け－S9〉坤Tウ鴻壬1．臼E－5  

D2霊くこI2－57．24丘一ふ＊S9＋4．昏31中頃釦咤り申1．◎E－ヰ＋¢．∈ヒ24493＊昏＋99？．84259q  

El¢滋D2－＝粥沌  

REM    ＊鴻こ嶋＝＊  SDしIrtd＼ノeし0⊂itY■  C良し⊂uしさ」10n   ・＝ニー＝1＝  

等7＝ごS－35  

P9ヨP汁－8．1  

Vまニ（く（3521．去．－3．3d．餅か膵■9〉鳩！ま．8E－を．＊P9－ま¢．凱ほ車種－9＋まd．や272）豆－Pウ  

V2＝（（（7  

Vさ＝（（1．  

∨さ＝（（ロ．  

V4＝（1∈：．  

V4＝（（4．  

∨草巴144？  

．？E：51汁＝T－2と．ロ．45）｝＝T－44532）小T＋45721〔相）＊T  
579叶iT＋31．58）－車T－129．4ヨ＊P9＋77日1ム〉中1．臼E一針膵－？  

77711汁一丁－11244）鶉＝T＋1ふ9＝．ロ2嶋：S7＋13？79？0＋V3）｝＝S7  
5d．ヨ＊T－1．9d．ヰム叶…P9－2529，4）…†…8．¢1叶…P9  

52昏3汁三T＋74∈‡．12）ヰ一丁－1さも臼7＋V4）＊軋81坤IP9＊T  
．14ヰ（Vl＋＞2＋V3十V4〉ヰて1．◎E－走．  

V4諾8  

‡F F々さ・1丁目EN 2日壬t8  

Vユた（∨ロ＋V5）叶（F－－F■1〉／ユ  

2昏苫¢ ＞4．＝∨畠＋V2  

ヱ昏4¢ ∨ヨニ∨ふ／P  
2‡∋5¢ V4＝＝V3／158㊥  

2草そt¢ F－1琵F，  

ヱ章7㊥ V5琵∨㊥  

2昏昏野 REM   ＊叶叫…ヰ… 0‡yつel・l  〔：き．t亡uし針＝庸1・霊   ヰ；汁…亘：ヰ…  

ヱ昏9日 丁壬．ヒ（T8＋27ヨ．1占）中ロ．01  
298日 ロヨニく（14259－17日草キミT4．〉；1∑Tムー3さ89d．〉叶…Sまや1．ロE－ム  

2－ヲ1日 ロさ出口苫一丁かキ；21．∈1492＋24？．4．さ3？／Tふ＋143．34S3坤；L〔lG（Tそ．）  

292㊥ 08琵EXF■（ロ3－173．ヰ292〉＊32／22，4  

＝ウヨ虻l】F Hロくコ THEN 3e170  

ヱ9qロ T7こ（1■＋エフさ．1亡．〉ヾ：ロ．ロ1  

2958 ロ4＝（．（142ヨ9－1ア8ゆ＊T7）＊T7－3苫田9伝．〉＊S；†‡1．¢E－ふ  

2ワ亡．8 04ニロ4一丁7峰三21．昏49ヱ＋249．ム339／T7＋143．3年さ3叶LO6くT7）  

2●ヲフロ 亡埼澤EXF●く04－173．42？2）坤！32／22．4  

29草ウ＋05芝EXP（P＊P5＊1．15E－4－¢．81昏＊（T＋ロ2）〉  

299㊥ Od．エロ1＊2．95葺ふ＊〔l∈：サロ9  

罰沌昭〔匝ひ伸一ロ5申0ふ  

さ81亡lロ7三三口ロー0  

3り2¢ REM   ＊＊叫…＊ 0∫m8†iこ PT、督gざしIre〔：き．L⊂LハÅt圧ri  ＊＊＊＊   



苫8苫¢ ＄卓ニS¢Rく封  
3¢4匂 T？曇1＋T／27苫．1ふ  
385Q Qlゴ（ほ汁；2．15499ム＋575）＊琶－S＊さ草叶‡17．ま852ヨ〉豆て1，◎E－ヰ  

3匂ふ8 Q2謂Qlヰ王T9糾122．481  
3日78 5ET NOIくEY  
308日 RETしIRN  
3匂9¢ REM   ＊沖；由巾 Preぶぷ．Irl†℡rV封．dwHl－】勺 Dol州 C員ざ† 汁叫河鳩  
31¢8 F＆＝8．99  
311O IF P（2日O THEN 3150  
さ120 F亡．＝1．？9  
31苫8IF Pく15㊥¢ T＝EN 315¢  
さ14〔lF占＝4．99  
315日IF PくF7 THEN：享27〔t  
31ふQ REM   ヰ叫！ヰ叫壬 R℡こOrく＝l・t習 D鼠†鼠 Of【l¢し㈹ C∂．g†モo MT 濾叫…鴻煉  
317草 吊R王TE むF3り㍉T，〔：臥01，ロ2，さ，T8，D匂，∨臥0日  
31∈：臼 FRINT ●■6＝  
319O ON E〔lF（O）THEN さ79〔l  
苫エロロIF Gヨく1丁目EN 32と．¢  
321¢ REM   ＊汁叫；ヰ三 戸I・けItlt・1つ（‖．1†D鼠†鼠 Of ロohけIC久ざt OrlF●㌣‡l●‡h汀・＋舶恒川  
苫22日 PRINT む苫712ふ璽1  
苫23昏 F▼RINT 訓如 しl慧エN8 343餅F，；T蔓C馴01茅02享∈：享T8＝派＝∨匂＝〃＝ロ8＝封牒ば  
ヨ248IM／11∋E －4ロ．亡l，2（3D．3ロ〉，2ロ．3［l，3D．2D，ヨ（ヨ【l．ヨD），5［l．【l，ヨ［I．4D，2（3ロ．2D），4ロ．＝ロ  
さ25◎ F■RINT ∂さ7，2い8  
32d．昏 F7だP＋F亡．  
3270 RETしIRN  
3288 REM   ＊ヰ壬＊ヰ！ Pr、督gざ．Ir，†督rV良し dI．＝、】rl督 しiF・Cさ．ぶt 坤：…l河叫t  

32？草 Fふ迂0．99  
苫38¢ 王F F●く2◎8 丁目gN 3348  
ヨ310 F亡．＝1．？9  
ココ2日IF Pく15日8 THEN 3さヰ0  
3苫38 Fも鰭4．9？  
苫3ヰ8 エF F◆〉F7 Tト忙：N 34ふ¢  
335¢ REM  †回叫叫… Re⊂【‖、dll・l勺 D良†良 Of し暮F▲ C良∫t†o MT  桐ミ＊＊  

ヨさ亡．O tAJRITE 3F3：P．T，CB，Ol，〔12，S，T＠，DO，＞O，  
3さ7亡IPRINT ■■6‖  
苫3昏草 ON ECIF（¢〉 THEN 37？◎  
さ39亡lIF GヨくI THEN 345O  
3400 REM   ＊♯叶＝嶋‥ Prll・l＝l・lつ 0しl†ロ入†入 Of しIF C入∫t Orlドーt・irltel、－1叫：…‥  
3々1¢ F●RエNT ∂ヨア，2ふ！1  
34：≧草 PRINT 紗昏：＿憶IN〔∋ 3々3郎F享丁芸C匂享ロ1；0：≧き＄享T¢＝沌持切鋸＞4事lコ¢；〔l；Qヱ  
343◎IM荷QE －4D．【l，2（3D．3ロ〉，2【し3ロ，3ロ．2ロ，3く3D．3D），5D．D，3D．4り，2（3ロ．ヱ【り，4D．2【‡  

ヨ44草 PR王NT 苺苫7）2封¢  
ヨヰ5◎ FアロP－Fム  
ヨ4ムロ RETしIRN  
347草 REM   ＊＊坤‡＊ Plo††憂l・l管 DA†久 Ort X－YPし0††er  ＊ヰ＝ヰ＝ヰ！  

348日 MロVE ∂l；PさT  
冨ヰ98 DR内レ】∂1！P，T  
さ50中 川l＝（E（2〉－E（1））／（E（4）－E（さ））  
苫51◎ 因2だほ－Eく3〉〉＊Ml＋Eく1  

352昏 MロVE ∂1ぎP，因2  
訝課引き 工膵膵朗ト ∂1＝一拍ほ  

ヨ540 日ヨニ（E（＝）－E（1））／（E（亡．〉－E（5））  
355中 川4＝（［lローE（5）〉鶉：H3＋Eく1）  
35ふ尊 MOVE 苛1；F■，H4  
苫57β DR角レJ∂1！F一♪レノヰ  

ヨ慧草臼 RETしIRN  
ヨ慧？卓 REM   舶恒糾い＋Prい町‡n勺・ヲ RM∈；D《T角 LO（ヨ or‡Pto†tel～ ろく Pl、；l●l†el、 ＊ヰ叫てミヤー  
ち占80 F－RINT ■■G6G6占‖  

184  

lI●ll●l義 一  I  ◆   さ  さ亡．1O F－RINT H ENTER！！ RMS Tr・iつLヲel・NしLnbel、  

3ム2日 王NFlJT N  
さ（．3日 N【l＝N－‡NT（N／2）＝I＝2＋5  

3虔．ヰ¢ F嘉R王NT ∂1，25‡9日  
3ふ5や F－R‡NT ∂1，昏王N臼  
3らふ8 日∈‡誓1こさロー2．5＊（N－1〉  

3ふ7¢ F◆RINT ∂1，17【1，1．5  
3ふ¢◎ PRエNT ∂1，21ごH∈！，ま¢  
3ムー？臼 PRINT 苛1王‡＿i暮IN13 37日郎N；P；T；亡郎lコヱきlコl；慧きDウ  

ヨ7即〕IMAl〕E 2［l，－ヰロ．ロ，コ（－4【l．ヨロ），－4P．2口，3（－4D．ヨロ）  
371elF一穴‡NT ∂3ア，2ふ毒1  
372日 PRINT 訓封■■ －■  

37さq PRINT 訓封■■ ‖  
374日 F－R王NT む草！－1 抽叫欄い木綿  ■リトH‖  LAyer Of RMS  坤≡坤叫＝＊叶－，一  
冨75日 F－R‡NT ∂草‡しほ；IN6 37＆郎F－；T；ごり裏口ま羊ロ2ぎ誓言丁郎口匂；∨鋸V4；08；0；Q2  

37d，㊥‡M角6E －4ロ．D，2く3ロ．3D〉，2ロ．3ロ，31∴2ロ，3くヨ芯．苫ロ），5ロ．【lさ3ロ．4【‡，2（ヨD．2D〉，々D．2【！  
苫778 PRINT 乱臣！＝】一  

苫7∈董卓 PR王NT ∂37，2ム‡8  
言ア98 REM   ＊叶；魂；坤： きelec†iort 8f ロD†〟r暮事 しIF Or CLロさE  豆∫擁吋！媚！  

3草β窃 P角店E   



苫昏1¢ PR‡NT  

苫82日 PRINT  

苫や3¢ PRINT  

∈ごELE亡1■ き．l・■d ENTER！！  ［lさ里l・．  

しIF  

〔：Lロ：；：E  

：Fウ＝1 ‖  

：Fウ＝ニ  ー‘  

＝ドゥ＝0  ■■き■■：■■；  

さ84日INF■しIT F9  
憲昏5日 工F F9：噌 T11EN 39ヱ8  
言争d．臼 Gロ Tロ F2〔lF：声昏7㊥，言草？り  185  
苫昏7◎ F■RIN－r 訂F3，2；  
3昏昏臼 Gロ TO 39日8  
ヨ昏？㊥ 亡LロSE  

39¢匂 PR‡NT り6白日G6■‡  
甘ヲ1草 F暮ヲコ8  

苫92日 ユF F9く2 Tト1EN：写9d．¢  
3ウ381〕●ヲだ三‡4  

ヨ94日I：将＝エ5  
39慧窃 P5慧王ム  
さウと心 さET N〔‥てEl′  

3一ヲ78I31コ TIコ11アロ  

ヨ9∈さ草 RE卜1  …叫≡ 王n】†‡鼠ti＝irlう Pr¢＝．Cor義†rot du㍗in9 Dolしげ一 C鼠ざ† …佃  
下ウウで F7＝＝ロ  

48辱草 6ロ Tロ117（ヨ  
4日1日 REM   ヰ…由井再； ヱ㌻パ†＝八日目n勺 Fl、eざぶ．Col・‡†roldしIr毒r霊勺‡＿Ip Cき．ぶt ：…叫…ヰ！  
4㊥2¢ F7ニ＝苫2ら¢  

4¢ヨロ ー3こITロ117日  

4即日 REM  佃掴… R川・tnけl勺 F－l、0引、∂．m，if ST〔脾l．り巨＝1EF洞ロR ME≡；S角ちE 榊＊鴻∫  
4日5日 G‡〕Tロ11ア申  

′1日亡・ロ RE卜1  寸＝：ヰ＝ 卜1き、l・lくirlつ Neい Fiしe ミ（RI．仙l－、ir．・9 F・l、0∋「入m ＝l叫い十甘  

4日7亡IFRINT ■－   Fiしe N■．1mbpr －－－－－－－   ‖；Fl  

小針Hヨ FLRINT ‖  ENTER F＝e NumヒIPr ：”ミ  
4◎90INPし‡T Fl  
ヰ1〔叩 F■RINT t●  Fiしe Voい．1me －－－－－－－  ‖＝＝e  

Jl11〔〕F’rモINT 一’ ENTER Fiしe Votl．Lrne ：‖事  
々12日INF一しIT F∈1  
41苫◎ Gロ Tロ1898  
41利ヨ【lATn 4り8，ム，？4，？，草，9，94，？苫，や，9苫，ウ4  
4い引ヨ【膵丁角 ら，ヰ3，‖TEMF●．◆－，9，4苫，‖S角L．t一，93，ヰ苫，‖ぶiつ．中り   



！10te－2：Progra－Ⅵ1うst of〈8－S Dj叩ram〉  

1〔1日 INIT  
ll¢ F肥M＋け椰申…練紺掴川場申…坤姉榊川＊申叫細㈱か…鳩車…刷硬由一＊中＊稗珊瑚欄叫勇将叫頑困匪い恒恒頼頼か車中＊＊中小両軸  

1ヱ日 代EM 叶叫叫坤 Fiし¢ 苫：昏申5 Diょう＝、むmlガ巨＝1jIle し妻l・Ie Of eぺ．1トgトヨma唐  さ…叫呵王  
1苫8 一考EM 鴻由一納車＊坤叶≠叫叫河川川舟－＊＊申叶ゆ叫河川相川潮如いい頼毎車中一項中＊細面≠叫叫叫河川叫出陣・＊紬＊＊坤オ座頭呵叫叫河川叫困如い  

148 PAGE  

l5日 F－RINT ‖6GG8G‖  

1各日 ロヱM 角（15，14．草〉声B（1慧〉  

17（ヨ PRINT ‖  ENTER Ni）、Vi勺El．tiロ†1NしLmヒ●Pr   ： ■1；  

1さロIN「－し「T n＄  

19CIPRINT” ENTER Nurnヒ・erS Df StAtion  ：”ミ   

コロやl】NF－リTl∋コ   

コ1（ヨ［lI卜1F（Gこ享），H（6こ…）   

22匂 F〔tR lじ1TClらヨ  

ヱさ草 F●R‡Nて■ tt ENTER Fiしe NしImヒ■erぶ Of〔：T王：lミ ＝仁＝＝；‖   

ご4ロl】NF■りT F（Ⅰ）  

25㊥ NEXT I  
2dt尊 REM  け叫呵まヰ； M角‡NRLけIN  ＊峰叫壬ヰ！  

2アロ G亡惜し旧 4アロ  

エきpl〕ロSしIp ∈：7〔l  

ヱー予ゆ 伝口雲IJB 95；将  

ちロl〕F〔lR N＝1Tl：lGヨ  

ヨ1昏 F■R王NT ‖GGG伝‖  

3ヱ草 P只INT ■－  F＝e j仙川ぬ計「記り  

苫3¢ド■R‡NT ‖  MT！1eさ，d・y・1！F■u5llくRetしl－、rl〉 ‖  

苫4¢IN即＿汀 Z＄  

苫5草 M＄ま－tM‡t  

ヨ．さロ N仁ト＝N  

37日‡F Nく：7 丁目E卜！3一子色  

盲：∋草 N仁）㌍N－ふ  

ヨウ0ド▲RIN一丁 乙）1亡．；‖J－－；Nロ  

4¢8I31コさリ8 まヱ2ゆ  

418 GOミ；UB138日  

4ヱQ 6ロ与し旧1苫ら草  

々冨田 Gロ Tロ 41草  

44¢ NEXT N  
4慧ウ PRINT；∋1ら；－一日＝  

ヰム8 ENロ  
47¢ Rl：卜l 叫二寸＝＝l＝叶  ミ：et tiTlつl．けX－Yハxi∫ 0n X－YFしロ†t pr  ヽ∴＝：‥l＝  

・1凱ロ ー叩りNT plろご－■Jl－■  

4ウロ「－RINT：〕1亡．：‖l＿lコ‖  

慧り¢ F暮R‡NT ∂1そ．；‖Q¢＝  

51¢ PRINT こilそ．；－■′、・3ら翫3ウ8－－  

5ヱ¢ PR王NT ∂id．王‖M¢，草‖  

5ヨ8 F－RINT 針＝，！，■X2ナヱ1日8，ヨウーt  

54申 f：◆RINT 勘1ふい－X3，21仁）飢15tt  

5ヨ8 F－R‡NT Dld．：－IX2，－21日臥15－－  

54．¢ F一穴‡N7－；∂1厨‖X苫，－21¢飢言草■I  

57ロ FlコR Iこ1Tロ コ  

罰則き FlコR I草花1－「て‡2  

讐iウ草 F雷RINT 盲〉1ら‡■lM■－；d事百5＋7日8rIFく‡8－1〉，7掛か＝  

ふ窃8 F‘R工NT▲ む1ふ‡－，ロ‖；ア15ヰ7¢草≡1rく‡¢－1日7でかり  

ふ1草 F一軒H椚‘∂1モ．王‖M‖；アロ卓ヰミ‡，d・∈！5＋78ウ＊（Ie－1〉  

ム2日 FtRINT 影1色t：りD‖；7日かり，715＋7¢Q砕くⅠ∈ト1」  

ふ苫匂 NEX7’Ⅰ尊  

亡．一1Q F－RINT ∋1ム：‖卜1■■；71：柑十トーこl：l  

亡．5ロ F■RINT；）1亡、：■■［l■■；7ロl〕疇・トニロ  

ムふ草 F，RINT ∂1そ．！‖Mり；一望8，7窃硬掠り  

吏．78 F－RINT む1仁．；‖D‖；2¢，7掛かり  

d．∈…8 NEXT I  
かヲ8 F－RINT：∋1そ．！一暮雲ミ5－t  

7日8 F〔lR I¢慧8 T〔‡3  

71tlF■RINT ∂1亡．：‖M‖；－？5＋7〔噂＊Ⅰロ，－1ロロ  

7コβ F■RINT；〉1b：＿lSING ‖∩，＝D．ロ‖【‖F－■ミ3ヨ．5＋〔l．5★Il〕  

7：ヨ8 NEXT 王¢  

74日 FこIR 二日匝噌 TO 3  

75¢ F一尺‡NT お1鋸一一Mt－い1ヨ臥－2トーア8む舟1e  

7ム¢ F－R王NT ∂iるt；し憶IN〔∋ t一角，2ロ◆－‡t－P‖；臼＋1かり牒  

77¢ NEXT Iり  
7章¢ PRINT ∂1ら‡I●M75ウ，－2ロ¢－■  

7？O PRINT Dl亡．：‖F■SハLINITY （pF t）”  

；≡；ら¢ FRIN7‘∂1も；－－Qま－－  

き1日 FRINT コlモ．：‖M一三甘口，71〕1：l■■   

186  



冒コロ FRINT ∂1亡．三■tPF－．TEMF一． く⊂）“  
きコロ F●RINT ∋1亡．：‖nロー■  

84日 PRINT 勘1d．！‖M－3日，22日針●  

∈…5ら F－RヱNT ∂1d．‡■一F－1；A事；－－   ≡；†．‘～  

琴丘．8 RETしIRN  
畳78 REM 榔－…叫…  ReÅ－ゴirI勺 gi・紺相月】m．モ員 fr・Om MT  ＊車＊申  

草百日 FIN【l吟  

：ざ？ロ FロR l＝1 Tl〕1≡；  

？¢¢ REAこlむヨ3；B‖‖  

？10 NEXT I  

92日 FlコR 王＝1Tこ115  

ウ3日 FむR N；＝ま Tロ Bく‡）  

94日 REハロ；∋33‡角（‡ナN〉  

？58 NEXT N  

9ム¢ NEXT‡  

？7◎ RETリRN  

■ブ守口 REM  ∫＝＝＝＝＝ 【叶入り、Iirlつ elしl良し ∫jつm入0 0n X－＼‘F－し0†ter T＝：＝l＝‥l‥  

9●ヲウ F●R貰NT 鼻1ふ！－tLlt暮  

1日中ロ PRIN「－：∋1亡．：‖D25 ■■  
101〔t PRINT こ〕14．：‖Sさ‖  

1日2ロ RE∈；7て‡RE14el¢  

1亡lコロ Fl：lR 口中＝21Tl〕コさ：；TEF 仁I．5  

1亡叫ロ M＄＝■■M■●  

1餅引きⅠ七く【‡8－2¢〉叶‡ユー1  

1¢4．¢ RE糸口 慧1，S2  

1878 FロR さ芯Sま Tロ Sヱ STEF● ◎．ロ2ヨ  

1〔ほロIO＝（S－Sl）叶40＋1  

1日ウ¢ 王F A（王，王8ラく中 ロR 角（ⅠナⅠ¢〉〉3¢ 丁目EN l128  

11中日 F●RINT ∂1ム！M＄享1耶弼伸（昏－33．ヨ），7◎≠ぜ（王，‡臼〉  

111〔lM＄＝‖ロ‖  

1】．2日 NEXl－ S  

ll苫8IF Iく苫 丁目E卜Jllら窃  

114㊥ F一代ニN7■ ∂1d．ぎー1MIIヌ215¢，70；†tA（工，Ⅰ8〉－1々  
115日 PRエNT ∂1d．；しIS‡N6 －一角，2【しD一■！－●P－■蔓Dり  

11亡．り NEXT［ll〕  

11ア8 F●RINT む1ム：■－M215¢，即－  

11昏臼 F●fモINT ∂1も；ltF一言iうma即－  

119日 F－RINT ∂1も；‖S5一‘  

】．28申 F一穴INT ∂まム：，lL¢†■  

1ヱ1ロ RETl＿旧N  
lごコロ REM  叫‥‥圭一：＝l： Reよdirl∋ Me爪0 †ro爪 卜1T  寸＝丁＝T＝l▲  

12ヨ昏 FヱN【lF（N）  

1ヱ4日 RE《【I芯苫ヨミHくN），ヱ，Z，Z，Z，Z，Z，Z，Z，Z  

lヱ5日 REA【lむ33‡F●ま，Z，Z，Z，Z，Z，Z，Z，Z，Z  

lヱく．ロ H（N）＝INT（N〉  

1こ7仁1F■FlINl∴〕1モ．！■t卜1■■阜5〔咤l＋ニュロ＝l＝（N－1），ニュl〕ロ  

12草や F，RINT お1d．‡し慣‡N（；－一角，4D，Al－さ●－P＝；H＝卜〉；－－，－霊  

12ウ¢ RETしiRN  
l：5草ぢヨ REM 叶！坤叫！鴻！ Re∂．dil・lつl＝T【lロき．†さ．fl・Om MT  ヰて叶i雄一沖－  

ま31日 REハロ み33！F一，Tナ〔：臼，01，02，S，丁申，ロ草，＞¢，〔将  

1了エロIF F（ド1 THEN 440  

133昏 ロN E〔lF（臼〉 丁目EN 44日  

まヨ4¢ Pl…ごP  

l苫5仁1RETし】RN  

l：弘ウ REM ＊締両頭一  日：◆：慧 D声∂．弓＝、∂．m O‡・lX岬YFlo†tel、＋＝れ組織1‘  

1こ雲78 F，RINT ∂1d．‡M＄；14¢0け：く雲－33．5），7匂け∫T臼  

1慧草¢ M＄＝‖D1－  

1三っロ RETリーキN  

187  

ト射弼）【哺丁釣 ち3．5，34．1チ33．5，34．7，3さ．5，35，3さ．5，35，3さ．5，35，ヨ苫．ヨ，35，33．5，35  
141¢ 口角T〆ち 33．5，35，33．5，35，33．5，35，33．5，35，ヨ3．5，35，苫3．ふ，35，苫4．烹，35  
りほ草【摘丁角 3ヰ．昏，ヨ5   




